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『里山農園通信』ホームページで毎週更新しています　どうぞご覧ください

オオムラサキ観察会　９名の参加　
桜谷先生の紹介をしてすぐ観察地に移動、昨日下草刈りをして通路を確保しておいたのでスムースに現場に到着できました。ここは数年前炭焼の原木を切り出す折に発見しておいたのですが、今年はとりわけ樹液の出方が素晴らしい状況でした。ウルシなどが茂みを取り除けば最適の場所です。手入れをすればきっとオオムラサキは確認できると思われます。次に昨年上空で飛翔しているのを確認した場所に移動、ここは樹液の木は少なかったのですが、桜谷先生が双眼鏡で発見された大クワガタを中西君が採取できて大喜びでした。約2時間の観察でしたが、残念ながらオオムラサキの確認はできませんでした。観察会が終わってから里山農園の湿気の多いところを点検しました。ここでは山裾の竹笹などの刈り取りをおこなって条件を整えられると八丁トンボが生育できる良い条件が残っていること、周りには榎が数本あり、オオムラサキの産卵適地にもなっているのではないか、ただクズが繁茂しているのが気にかかるということでした。そのほかアザミがところどころにあり、蝶などが群れているのも目立ちました。初夏にはササユリの開花がありました。秋にも何か里山の野草が期待できるようです。里山農園地はこのように手入れが行き届くと豊富な環境が一気に花開く素晴らしい条件が整っている場所らしいです。蔬菜の栽培だけに終わらず、貴重な自然条件を生かした取り組みの可能性があることもわかりました。少し夢が膨らみました。
京の七夕　京都商工会から　竹と笹の見積もり要請が到着　　
竹73本　笹928本の提供を求めるものです。昨年は京都錦市場等3商店街に届けました。8月初旬に実行されるものです。笹だけといっても竹を伐り倒さなければ手に取ることはできません。藪の中の蚊の多いところで真夏のころ暑さもあってなかなかの大変な作業です。ササをとった竹も始末しなければならず後始末にも人出が必要です。簡単に笹を用意すればいいのではなくて付帯する作業が予想以上に多いものです。長さが長いものほど竹やぶからできるだけ真っ直ぐなものをと考えるとこれも太さと合わせると相当難しいものです。中には笹の葉をはずしてほしいとの注文もあってこれまた大作業になります。里山の会では皆さんが頑張っておられるならできるだけお手伝いをさせていただこうと事務局で検討しました。落札が決まり注文がありましたらお手伝いもよろしくお願いします。
里山農園　　ジャガイモ掘り　９名の出席　即売も実施　
今年は平均にジャガイモの生育が悪いとのことでしたが里山農園ではかなり大きく成長していて、昨年とは大違いでした。土を掘り起こす手ごたえでは、ザックザックと気持ちよくスコップが入りか昨年とは雲泥差が感じられました。大変に土が変わっていました。早速夕食で食べたところこれまで食べたことが無い大変おいしいジャガイモでしたと感謝の言葉が届きました。この日は「ダンシャク」が70kgが収穫できました。即売も含めて残り30kgが手元に残っています。間もなく品切れとなります。御注文をお急ぎください。なお次に「メークイン」の収穫が間もなく行われますので、お楽しみください。週末の天気によって決定します。お手伝いをいただける場合、事務所までお問い合わせください。
簡単な収穫祭を実行します。
次週7月3日の次回事務局会議のあと里山農園でランチを楽しむことにしました。里山の田んぼで収穫したお米のご飯、農園でとれた玉ねぎとジャガイモ等を使ってカレーライスを播川副理事長が腕をふるっていただくことになりました。純粋の手作りの食事になるのではないかと思います。少々の御負担をお願いしなければなりませんが、とりあえず昼食をいただきます。ご参加いただける方を求めています。その場合準備の関係で人数はあくが必要ですので、ご一報ください。お待ちしています。一度でもお越しいただいた皆さんはぜひお越しください。連絡をお待ちしています。
山城水害６０周年　　　大水害から学ぶ三回連続講演会　７日14日　21日　大勢の参加をお願いします。
第一回目が近づきました。このチャンスに是非当時の出来事を聞いて今日に活かしましょう。御参集をお待ちしています。
自然観察会　
30日　日曜日午前9時30分から12時まで　京田辺市中部住民センター集合　前近畿大学教授で本会顧問の桜谷保之先生による指導があります。　先生は現在名古屋に御住まいですがこの日のために名古屋からお越しいただきます。特に今回は木津川堤防の草むらの昆虫を観察しようと思います。どれほどの昆虫がどれほど生育しているのでしょうか。雨が降り続いていますがどうなのでしょうか。木津川出張所はこれから出水期（洪水などが起きやすい時期）になるので堤防の草を刈り取って堤防の壊れたところを点検しているのですが、皆さんで草むらの昆虫を調査するので草刈場所の順番を変更していただきました。皆さんで調べてみましょう。朝鮮半島から持ち込んできたホソオチョウはどうでしょうかこの蝶と同じウマノスズクサを食べる在来のジャコウアゲハはどうなっているのでしょうか。興味があります。お越しくださいお待ちしています。

23日に続きオオムラサキの観察調査30日13時30分から　
京田辺市立普賢寺小学校前集合　オオムラサキの出現を確認できればとおもいます。しかし人間の思うようにはいきませんが、オオムラサキが好む香りがわかっているので、その準備をして引き寄せられたらと思います。その準備も行ってみます。興味のある方ぜひお越しください。生駒山のふもとの平岡公園ではオオムラサキの飛翔が良く見られるようです。
木津川カヌーの日　4日間で大阪まで下ろう　参加者の募集が始まる　
初心者は藤田カヌー教室で初級体験が必要です。募集数は30艇分を受け付けています。4日間の通し参加の場合は4日分の申し込みを行ってください。1日の参加も可能です。お急ぎください、某ＴＶが中継生放送を検討中とのニュースが届いています。大手新聞社も後援検討中との連絡ありました。思わぬ応援も出現するのではないかとわくわく期待しています。２～３の応援するといったニュースも届いています。実行委員会では、毛馬閘門の夢の通過が実現したと大人気との事でゴール日の9月16日は50艇分の追加募集を決定しました。
７月の活動予定.

7日　 山城大水害から学ぶ連続講演会  

井手町上井手　府立勤労者福祉会館　120人席　

体験者の話　➀井手町 宮本敏雪氏　②和束町 林辰夫氏　　

14日　山城大水害から学ぶ連続講演会　

久御山町一口　久御山排水機場50人先着　駐車場有　

　 　 体験者の話　➀ 久御山町一口　内田公昭氏　　

② 京都府北土木事務所　室長　山本徹氏

21日　山城大水害から学ぶ連続講演会　

宇治市　天ケ瀬ダム　会議室　50人先着　

体験者のお話　　
➀ 志津川区区長　梅原勉氏　　      

② 国交省木津川出張所所長　合田秀行氏
27日　親子で木津川で遊ぼう　魚とり　　木津川市山城町北河原　開橋南50ｍ　
木津川流域センター　先着100人

参加費一人200円　内容　木津川を知る　水質調査　魚とり　往復ハガキで申し込み100人　
8月3日　親子で木津川で遊ぼう　魚とり　城陽市　

山城大橋東詰下流　　先着100人

参加費一人200円　内容　木津川を知る　水質調査　魚とり　往復はがきで申し込む100人


